
今月の主な内容 今月の主な内容 

第773号 

元気とやま！ 仕事と子育て両立支援企業をご紹介します！ 
　　　　　　　　　　社会福祉法人 舟見寿楽苑 
　　　　　　　　　　株式会社 宮木建設 

平成26年度 賃金等労働条件実態調査結果
の概要 

個別労働関係紛争のあっせん・相談について 

2015年 
3月号 

1．パートタイム労働者の公正な待遇の確保 

（1）正社員と差別的取扱いが禁止されるパートタイム労働者の対象範囲の拡大 
→有期労働契約を締結しているパートタイム労働者（※2）でも、職務の内容、人材活用の
仕組み（人事異動等の有無や範囲）が正社員と同じ場合には、正社員との差別的取扱
いが禁止されます。 

（2）「短時間労働者の待遇の原則」の新設 
→パートタイム労働者の待遇と正社員の待遇の違いは、職務の内容、人材活用の仕組み、
その他の事情を考慮して、不合理と認められるものであってはならないとする、待
遇の原則の規定が創設されました。 

 

2．パートタイム労働者の納得性を高めるための措置 

（1）パートタイム労働者を雇い入れた時の事業主による説明義務の新設 
→パートタイム労働者を雇い入れた時は、事業主が実施する雇用管理の改善措置の内
容を説明しなければなりません。 

例えば……「賃金制度はどうなっているか？」 

　　　　　「どのような教育訓練があるか？」 

　　　　　「どの福利厚生施設が利用できるか？」 

　　　　　「どのような正社員転換推進措置があるか？」など 

（2）相談体制を整備する義務の新設 
→事業主は、パートタイム労働者から、労働条件等に関する相談に応じて適切に対応
するための相談窓口を設置し、雇い入れ時の文書交付などにより明示しなければな
りません。 

※1　同一の事業所に雇用される正社員に比べて１週間の所定労働時間が短い労働者 

※2　改正前は「無期労働契約を締結していること」が要件の一つとなっていました。 

改正パートタイム労働法は 
平成27年 4月1日施行です！！ 
パートタイム労働者（※１）の方々の公正な待遇を確保し、 
納得して働くことができるよう、パートタイム労働法が変わりました。 

パートタ
イム 

労働者の
 

相談窓口
を設置 

しました
か？ 

パート労働ポータルサイト 検 索  

お問い合わせは、 富山労働局雇用均等室（薊076－432－2740）まで 

http://part-tanjikan.mhlw.go.jp/

改正パートタイム労働法は 
平成27年 4月1日施行です！！ 
改正パートタイム労働法は 
平成27年 4月1日施行です！！ 

詳しくは 
検索してください！ 

主な改正点  



（2） 労　働　と　や　ま 平成27年 3 月 

所在地：下新川郡入善町 
業　種：医療・福祉 
職　員：１３０名（男性２６名、女性１０４名） 

社会福祉法人 舟見寿楽苑 

● ● ● ● ●  利 用 者 の 声  

元気とやま  仕事と子育て両立支援企業 ！ 平成26年度 元気とやま  仕事と子育て両立支援企業 ！ 
をご紹介します！ をご紹介します！ をご紹介します！ 

第　回 第　回 6

　当法人は、特養及びショートステイ、デイサー
ビスの在宅サービスを提供しています。 
　従業員の８割を女性が占めており、仕事と子育
ての両立が大きな課題となっています。従業員の
確保が難しい時代ですが、今以上に従業員が働き
やすい環境の整備に努めていきます。 
 
 
☆仕事と子育て両立支援の取組み 
　当法人は昭和５３年に開設、県内では６番目にで
きた施設で、当初から従業員の８割を女性が占め
ているため、仕事と子育ての両立ができるよう当
法人ではいろいろな取り組みを実施しています。 
　子が１歳６カ月まで利用できる育児休業制度、
配偶者出産休暇制度、妊娠が分かった時点から夜
勤免除及び介護業務の軽減など、仕事と子育てを
応援できるよう職場環境を整備しています。 
　また、時間単位の年次有給休暇制度を利用し、
子どもの授業参観、学校行事等に積極的に参加し
ていただきたいと考えております。 

☆その他の取組み 
　地域貢献事業の一環としてふれあい温泉（入浴
施設）も経営しています。温泉に来ることで、三
世代の交流の場としても利用いだだいています。
小人については、県発行の「子育て応援券」の優
待券の提示により料金を半額で利用していただい
ております。 

☆今後の取組み 
　今後、男性従業員の育児休業取得を促進してい
くため、男性従業員に育児休業休業取得に関する
パンフレットを配布し、育児と子育てに積極的に
参加できる環境の整備を進めていき、イクメンを
支援できる企業となるよう努めていきたいです。 

舟見寿楽苑の主な取組み 

　8月に職場復帰しました。育児休
業制度では1年6カ月の休暇をいた
だきました。1人目の時も1年6カ
月休ませていただき、育児に専念す

ることができ、大変ありがたい制度です。 
　現在は夜勤業務を免除していただき、日勤で働いて
います。夫も同じ施設に勤務しているため、保育所の
運動会、参観等については夫婦ともに休めよるよう配
慮していただいております。 

　育児との両立
は難しいですが、
制度を利用して
夫婦ともに元気
で明るい生活が
できるよう仕事
をがんばってい
きたいと思いま
す。 

 
 
　育児休業制度を利用して1年2カ
月休ませていただきました。施設か
らは、1年6カ月休暇してもいいと
のことでしたが、どうしても早く職
場復帰したく、11月から職場復帰しました。保育所
の送迎等の関係でどうしても8時間勤務ができないた
め、今は短時間勤務（6時間）で勤務しています。 
　子育ては大変です
が、施設の制度を利
用し、今後も利用者
さんに喜んでいただ
けるよう、安全で安
心して食べていただ
ける食事を提供して
いけるよう日々がん
ばります。 

内橋さん 
介護士 

お子さんは２人 

川見さん 
調理 

お子さんは１人 



（3） 労　働　と　や　ま 平成27年 3 月 

所在地：砺波市 
業　種：建設業 
職　員：２１名（男性１９名、女性２名） 

株式会社 宮 木 建 設  

宮木建設の主な取組み 

● ● ● ● ●  利 用 者 の 声  

　平成7年入社。現在、高校生と小
学生の2人の子どもがいます。 
　子どもたちには6歳の年の差があ
り、上の子の小さいときとは違い、

私たちの住んでいる中山間地では、年々
過疎化が進み、子どもたちの数も激減し
ています。 
　PTA活動・地域の子ども会の活動にお
いても限られた人数で行わなければならず、

全員参加が鉄則です。先日も、工期の迫っている忙し
い中、会社の仲間に迷惑を掛けると思いながらも、「雪
と親しむ会」に休暇を取得し参加してきました。上の
子のときにはなかなか経験できなかった親子のふれあ
いの時間を楽しむことができました。PTA活動も、短
時間勤務制度を利用して参加しています。 
　また、これからも会社に迷惑が掛からぬよう段取り・
打ち合わせをしっかり行い、特別休暇を利用して、地
域の行事である「左儀長」「山菜まつり」「地区民運動
会」「秋祭り」など、準備段階より親子で参加し、地
域の昔からの伝統行事を子どもに継承していきたいと
思っています。 
 
 
　平成11年入社、平成17年に結婚。
現在、小学生2人と保育園児1人の
3人の子どもがおります。妻の出産
時には、特別休暇を利用し3人の子
ども全員の出産に立会うことができ、生
まれる瞬間に感動しました。その感動を
将来、出産時のエピソードとともに子ど
もたちに話してあげようと考えています。 
　現在は、妻も仕事をしており、子どもが
病気のときや、妻が休みでない土曜日などは、育児休
業制度を利用し、妻と交代で看病や子守りをしていま
す。 
　また、特別休暇を取得して、生活発表会、参観日、
百日の宮参りなどに利用しています。小学校・保育所
の運動会では「親子ゲーム」に参加し、子どもたちと
楽しい時間を過ごしました。普段、家では見られない
子どもたちそれぞれの顔を見られたのも大切な思い出
になっています。 
　子どもたちのために休暇を取りやすい雰囲気の会社
の仲間たちに恵まれていることに感謝しています。 

　次世代を担う子ども達の育成を支援することは、
社会的責任の一環であり、企業として社員が家族
を大切にしながら、仕事の励みにしてもらいたい
という自然な思いで、特別休暇取得を社員相互で
補う体制をつくり、男性社員にも積極的に特別休
暇の取得を薦めています。 
　親が子の面倒を見、次は子が親の面倒を見る。
そしてそれが繰り返され、お互いを大切に思う気
持ちに繋がる理想的な家族関係がつくれる企業を
社員相互の助け合いの精神で目指しております。 
 
 
☆仕事と子育て両立支援の取組み 
　当社では子どもの学校行事や妻の出産時のため
の特別休暇を設け、男性社員にも積極的に休暇を
取得するよう薦めています。これは、企業として
社員が家庭生活を大切にしながら、仕事の励みに
してもらいたいという、自然な思いです。 
　ただし、休暇を取得する時は、自分が抜けても
仕事のマイナスにならぬよう、段取りをしっかり
と組むことが約束となっています。そのため、毎
週現場のトップが集まる定例ミーティングと、月
に一度の従業員全員の定例会で仕事の現状を共有し、
休暇取得時の段取りを組むという体制になってい
ます。その際、１つの現場が苦しい時は他の現場
からサポートを受けることもあり、社員全員で補
っています。このように、全社員が助け合いの精
神を持って仕事に望んでいることを誇らしく感じ
ます。 
　現在、近年の少子化傾向もあり、若い社員の子
育て支援を積極的に進めています。それは、親子
の密接なコミュニケーションが、お互いを大切に
思う気持ちに繋がると考え、企業としても、社員
の子どもとの時間を増やしてもらいたいとの願い
からです。 
　子どもは小さい頃の親の行動を覚えているもので、

その良い思い出づくりの意味でも、子どもの重要
な節目に立ち会えるよう取り組みたいと思ってい
ます。 

☆今後の取組み 
　ノー残業デーの導入と、独身従業員に対する婚
活支援に取り組んで行く予定です。 

竹部さん 
現場主任 

お子さんは２人 

現場主任 
お子さんは３人 

谷田さん 



（4） 労　働　と　や　ま 平成27年 3 月 

　平成２６年７月における常用雇用労働者１人当りの平均賃金は３１９，９４６円（平均年齢４０．８歳・勤続年
数１４．２年・扶養家族数０．７人）で、前年と比べ１，７１４円（対前年増減率０．５％）の増加となった。 

平成26年度 

 平 均 賃 金・・・・ ３１９，９４６円、前年に比べ０．５％増加 

　基本給の決定要素（複数回答）をみると、「職務・職種など仕事の内容」が７５．６％で最も多く、次
いで、「職務遂行能力」が６８．５％、「年齢・勤続年数など」が６６．７％、「業績・成果」が４７．６％、「学歴」
が３７．５％となっている。 

 基本給の決定要素 

　１事業所当たり平均年間休日日数は１０８．５日で、前年と比べ、０．９日増加した。 

 休　　日 

表１ 産業別平均賃金 

表２ 平均年間休日日数 

平成２６年  

平成２５年  

対前年増減 

 ４０．８ １４．２ ２７７，９００ １．４ ４２，０４６ △   ４．９ ３１９，９４６ ０．５ 

 ４３．８ １５．１ ２８９，９２１ △  ２．２ ３７，７４８ △ １８．５ ３２７，６６９ △  ４．４ 

 ４０．４ １３．７ ２６４，４０１ ２．５ ３８，０１８ △   ５．８ ３０２，４１９ １．４ 

 ４２．５ １４．９ ２５７，０４３ ０．７ ２１，１９７ ３５．９ ２７８，２４１ ２．８ 

 ４２．５ １８．６ ３２９，１８７ ４．０ ２５，６３９ ０．５ ３５４，８２６ ３．７ 

 ４２．４ １４．１ ２４２，４５２ △  ３．２ ５２，４０６ ７．６ ２９４，８５３ △  １．４ 

 ４４．４ １０．２ ２５８，８５３ ２．６ ２９，０５２ △ ２１．６ ２８７，９０５ △  ０．５ 

 ３９．１ ２０．０ Ｘ △  ０．６ Ｘ ５．３ Ｘ ０．５ 

 ０．４ ０．２ １．３ ６．０ １５．８ ３１．３ ２２．０ ２３．１ １０８．５ 

 ０．２ ０．２ １．９ ６．１ １８．４ ３０．０ １９．０ ２４．２ １０７．６ 

 ０．２ ０．０ △  ０．６ △０．１ △  ２．６ １．３ ３．０ △  １．１ ０．９ 

平　　　均　　　賃　　　金 

基準内賃金 対前年 
増減率 

基準外賃金 対前年 
増減率 

対前年 
増減率 

※「Ｘ」は集計事業所数の極めて少ないもの 

 歳 年 円 ％ 円 ％ 円 ％ 

勤
続
年
数 

年
　
　
齢 

計 

建 設 業  

製 造 業  

卸売・小売業 

金融・保険業 

運輸・通信業 

サービス業  

電 気・ガス 
・ 水 道 業  

５９日以下 ６０～６９日 ７０～７９日 ８０～８９日 ９０～９９日 １００～１０９日 １１０～１１９日 １２０日以上 平 　 均  休日日数 

賃金等労働条件実態調査結果 

 調 査 時 点 平成２６年７月３１日 

 調 査 対 象 １０人以上の常用労働者を雇用する事業所　１，０００事業所 
 （調査の結果、１０人以下の事業所であっても集計） 

 回答事業所数 ５５９事業所（回収率：５５．９％） 

賃金等労働条件実態調査結果 概要概要 

Ⅰ  調 査 内 容  

Ⅱ  調査結果の概要 

　この調査は、県内の民間企業に雇用されている常用労働者の労働条件の実態を 
明らかにするため、県労働雇用課において毎年実施しているものです。 
　平成26年度の調査結果概要は、次のとおりです。 

Ⅰ  調 査 内 容  

Ⅱ  調査結果の概要 

概要 



（5） 労　働　と　や　ま 平成27年 3 月 

　非正社員がいる事業所の割合は８１．７％（前年８１．９％）となった。 
　雇用形態別に非正社員がいる事業所の割合をみると、フルタイムパートが３８．０％、短時間パート
が７６．５％、嘱託社員が５７．６％、契約社員が２４．２％、派遣社員が２８．８％等となっている。 

 非正規労働者の雇用管理 

表３ １日当り所定労働時間、１週当り所定労働時間の時間別事業所割合 

平成２６年 

平成２５年 

対前年増減 

 ７．４ ５３．４ ３７．８ １．４ ７：４５ １４．１ ３５．８ ３９．１ １０．７ ３９：２１ 

 ６．８ ５４．２ ３７．８ １．３ ７：４６ １３．３ ３６．５ ４１．５ ８．７ ３９：２２ 

 ０．６ △  ０．８ ０．０ ０．１ △ ０：０１ ０．８ △  ０．７ △  ２．４ ２．０ △ ０：０１ 

１日当り所定労働時間 １週当り所定労働時間 
７：３０ 
未満 

７：３０ 
～７：５９ 

８：００ ８：０１ 
以上 

１事業所 
平均 

３８：００ 
未満 

３８：００ 
～３９：５９ 

４０：００ ４０：０１ 
以上 

１事業所 
平均 

 ％ ％ ％ ％ 時間 ％ ％ ％ ％ 時間 

　平成２６年７月３１日現在、最近１年間の労働者１人当り平均年次有給休暇の新規付与日数は１７．０日
（前年１６．３日）、平均使用日数は７．６日（同７．３日）となった。 

 
　役職に占める女性の割合は１０．１％となった。 
　役職別に女性の割合をみると、役員で１１．９％、部長相当職で３．５％、課長相当職で６．５％、係長相
当職で１６．１％となっている。 

 
　セクシュアルハラスメント防止措置を実施している事業所の割合は５８．８％（前回５９．５％）となった。 
　また、実施していない事業所（４１．２％）のうち、「近く実施予定」が２．２％、「検討中」が２９．４％、「予
定なし」が６８．４％となっている。 

 
（１）育児休業制度等 

　育児休業制度を就業規則に規定している事業所の割合は８７．７％（前年８７．２％）となっている。 
　平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの１年間で育児休業の対象となった男女のうち、
育児休業を取得した人の割合（取得率）は、女性が９２．９％（前年９６．０％）、男性は１．５％（同１．０％）
となっている。 
　子の看護のための休暇制度を実施している事業所の割合は６９．１％（前年７０．９％）で、前年と比べ
１．８ポイント減少した。 
　また、休暇の付与日数は有給、無給を併せて「法定（１０日）どおり、または法定以上」が７９．１％、
「法定（１０日）未満」が１７．９％となっている。 

（２）介護休業制度 

　介護休業の取得状況をみると、取得者は少数（１７名）であるが、その利用期間は、「１ヶ月以内」
が４７．１％と最も多く、次いで「３ヶ月～半年」が２３．５％となっている。介護休業取得者を介護の対
象となった家族別にみると、「本人の父母」が５２．９％で最も多くなっている。 

 
　事業所の１日当り平均所定労働時間は７時間４５分で、前年と比べ１分の減少となった。内訳をみ
ると８時間が３７．８％、７時間３０分～７時間５９分が５３．４％などとなり、８時間以内が９８．６％となって
いる。 
　また、事業所の１週当り平均所定労働時間は３９時間２１分で、前年と比べ１分の減少となった。内
訳をみると４０時間が３９．１％、３８時間～３９時間５９分が３５．８％などとなっており、４０時間以内が８９．０
％となっている。 

 年次有給休暇 

 所定労働時間・・・１日７時間４３分、１週３９時間２７分 

 女性の雇用管理 

 セクシュアルハラスメント防止措置 

 育児・介護休業 
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　富山労働局管内の各労働基準監督署では、事業場で

働く労働者の労働条件及び安全衛生の確保を図るため、

労働基準監督官が工場・事務所・工事現場に直接赴き、

監督指導を行っています。 

　平成２６年（１月～１２月）における監督指導の実施状況

（速報値）は、以下のとおりです。 

平成２６年における監督指導実施状況について 

監督指導実施事業場数 1

違反事業場数・違反率 2

使用停止等処分状況 4

ま　と　め 5
違反内容等 3

 
　全体で１，７６８事業場に対して監督指導を実施し
ました。特に監督指導実施件数が多い業種は、
建設業（６６５事業場）及び製造業（５２１事業場）で
した。 
 
 
　監督指導を実施した１，７６８事業場のうち、１，１９５
事業場に法違反が認められ、違反率は６７．６％（平
成２５年は７０．８％）でした。 
　違反件数が３０件以上の業種の中で、違反率の
高い業種の順に、 
　① 金属製品製造業 １２１件（８３．４％） 
　② 卸売業 ３１件（７７．５％） 
　③ 食料品製造業 ４９件（７６．６％） 
　④ 一般機械器具製造業 ４９件（７５．０％） 
　⑤ 化学工業 ４４件（７４．６％） 
　⑥ 小売業 １６５件（６７．６％） 
　⑦ 建設業 ２７９件（６６．３％） 
　⑧ 道路貨物運送業 ５１件（６５．４％） 
　⑨ 飲食店 ４８件（６２．３％） 

等となっています。 
 
 
　労働基準法と労働安全衛生法の主な違反内容
は次のとおりです。 
 
 労働基準法違反の内容 

　① 違法な時間外労働の実施 ３９８件 
　② 割増賃金の不払 ２５７件 
　③ 就業規則の作成・届出違反 １４６件 
　④ 労働条件の書面の交付による明示違反 
 ２０７件 

等となっています。 

 
 労働安全衛生法違反の内容 

　① 安全・衛生基準未達成等 ４５０件 
　② 定期健康診断の未実施 １４６件 
　③ 機械・設備の定期自主検査未実施 １２７件 
　④ 建設工事等の元請等注文者に係る 
　　 措置義務違反 ９６件 
　⑤ 作業主任者の未選任・法定事項の 
　　 未実施 ８９件 
　⑥ 安全衛生委員会の設置・開催違反 ３５件 

等となっています。 
 
 
　監督指導時に、機械設備や作業箇所について、
労働者に逼迫した危険がある場合には、機械の
使用停止や作業停止等の命令（行政処分）を行い
ます。 
　平成２６年には、この使用停止等の命令を８４事
業場（平成２５年は８７事業場）に対して行いました。
このうち、５４事業場が建設業で、２８事業場が製
造業でした。 
 
 
　以上のとおり、全体の７割近くの事業場で法違
反が認められるなど、使用者の責務である法定労
働条件の履行確保や労働者に対する安全衛生、
健康の確保が未だ徹底されていないことから、
富山労働局及び各労働基準監督署においては、
引き続き平成２７年度も、事業場に対する監督指
導を積極的に実施することとしています。各事
業場におかれましては、法令遵守の徹底をお願い
します。 

富山労働局労働基準部監督課 

平成２６年における監督指導実施状況について 

指
導 
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　労働契約法の改正により、平成２５年４月より「無期転換ルール」が導入されています。このル－ルは、有期労
働契約の濫用的利用を抑制し労働者の雇用と安定を図ることを目的に、同一の使用者との有期労働雇用契約が 
「５年」を超えて繰り返し更新された場合に、労働者の申込みにより、無期労働契約に転換するというものです。 
　今般、専門的知識等を有する有期雇用労働者等の能力の維持向上及び活用を通じ、その能力の有効な発揮と、
活力ある社会の実現を目指す観点から、「専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関する特別措置法」（以下、
「有期雇用特別措置法」といいます。）が平成２６年１１月２８日に公布されました。 
　この有期雇用特別措置法により、 
　　① 専門的知識等を有する有期雇用労働者（以下、「高度専門職」といいます。）と、 
　　② 定年に達した後引き続いて雇用される有期雇用労働者（以下、「継続雇用の高齢者」といいます。） 
について、事業主がその特性に応じた適切な雇用管理を実施する場合に、一定の期間については、無期転換申込
権が発生しないこととする特例が設けられました。有期雇用特別措置法は、平成２７年４月１日に施行されます。 
　無期転換ルールの特例の適用を希望する事業主は、特例の対象労働者（「高度専門職」又は「継続雇用の高齢者」）
に関してその能力が有効に発揮されるような雇用管理に関する措置についての計画を作成し、その計画を本社・
本店を管轄する都道府県労働局（労働基準部監督課）に提出して認定を受ける必要があります。 
　また、認定を受けた事業主は、特例の対象労働者と有期労働契約の締結・更新の際に、無期転換ルールに関す
る特例が適用されていることを労働条件通知書に明示する必要があります。 

　（注１）本社・本店を管轄する労働基準監督署を経由して提出することもできます。 
　（注２）「本社・本店」の住所地は、必ずしも商業登記簿上の住所地をいうものではなく、実質的に本社・本店の機能を有する事業所の所在地 
　　　　 のことをいいます。 

詳細は、厚生労働省ホ－ムページを参照ください。 
蜀http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/keiyaku/kaisei/

 無期転換ルールに関する特例である 
「専門的知識等を有する 
  有期雇用労働者等に関する特別措置法」が 

問合せ先 富山労働局労働基準部監督課　薊０７６－４３２－２７３０ 

　平成２７年度の前期技能検定は、次の職種について実施します。皆さんが日頃技能の練磨に努力
された結果を計る絶好の機会です。あなたもチャレンジしてみませんか。 

◎検定職種 
　〈１級・２級・単一等級〉 
　　造園、鋳造、金属熱処理、機械加工、建築板金、めつき、仕上げ、建設機械整備、 
　　婦人子供服製造、電子機器組立て、プラスチック成形、防水施工、枠組壁建築　など 
　〈３級〉 
　　造園、金属熱処理、機械加工、機械検査、電子機器組立て、化学分析 

詳しい実施職種・作業については、富山県ホームページ（http://www.pref.toyama.jp/）から
「平成２７年度前期技能検定のお知らせ」をご覧ください。 

◎受検申請書の受付 
　４月６日（月）から１７日（金）まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く） 

◎受検申請書の提出先 
　〒９３０－００９４　富山市安住町７－１８　安住町第一生命ビル２階 
　富山県職業能力開発協会　技能検定課 

◎そ の 他  
　申請書の用紙は、富山県職業能力開発協会、富山県技術専門学院（本校、新川センター、砺
波センター）、ポリテクセンター富山、富山市職業訓練センター、砺波まなび交流館、もより
の商工会議所、商工会に備えてあります。 
　詳しいことは、富山県職業能力開発課（薊０７６－４４４－３２６０）、または、富山県職業能力開発協
会　技能検定課（薊０７６－４３２－９８８７）へお問い合わせください。 

平成 

２７ 
年度 

前
期
技
能
検
定

前
期
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ 

前
期
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ 

平成２７年 

4月1日から 
施行されます。 

 無期転換ルールに関する特例である 
「専門的知識等を有する 
  有期雇用労働者等に関する特別措置法」が 
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能力開発セミナーのご案内 能力開発セミナーのご案内 能力開発セミナーのご案内 

中小企業勤労者福祉サービスセンター等のご案内 
中小企業勤労者福祉サービスセンターとは 
　中小企業で働く方々が生涯にわたり豊かで充実した生活を送ることができるよう、
地域（市町村）の中小企業が共同で大企業並の福利厚生事業を総合的に行う団体です。
現在、富山市及び高岡市にはサービスセンター、射水市には互助会が設置されています。 
事業のしくみと会員 
　市町村が中心となってサービスセンターを設立し、サービスセンターは加入会員から会費（月額一人あ
たり４００～６００円）を集めていろいろな福祉事業を実施します。 
　一般に事業所単位での加入となりますが、会員は次の方々です。 
　　蘆サービスセンターのある地域と同じ地域にある中小企業や商店等の従業員と事業主 
　　蘆サービスセンターのある地域と同じ地域に住む中小企業や商店街等の従業員（個人会員） 
福祉事業の例 
蘆生活安定の事業……慶弔給付、低利・無担保の生活資金の融資案内、退職金共済制度加入のあっせん 
蘆余暇活動・自己啓発事業……保養施設の宿泊・入浴施設などの利用助成、映画・演奏会などのチケット

割引、サービスセンターが企画する旅行やイベント及びレクリエーション、スポー
ツ、料理などの教養講座、講習会の開催や活動助成 

蘆老後生活の安定事業……生涯生活設計や年金などのセミナー、相談会の開催 
蘆健康の維持増進事業……健康診断や人間ドックなどの受診費用の助成、健康セミナーの開催、スポーツ

クラブや各種施設の利用補助や割引のあっせん 
蘆その他……地元商店街と提携した指定店割引利用、会報によるさまざまな情報提供など 
詳細については、下記へお気軽にお問い合わせください。 
　　　（公財）富山市勤労者福祉サービスセンター　　薊０７６－４９３－１３５４ 
　　　（公財）高岡市勤労者福祉サービスセンター　　薊０７６６－２８－１０８０ 
　　　射水市ゆとりライフ互助会　　　　　　　　　薊０７６６－８２－１９５５ 

　サービスセンターの制度等については、富山県商工労働部労働雇用課（薊０７６－４４４－３２５６）までお問い合
わせください。 

中小企業勤労者福祉サービスセンター等のご案内 中小企業勤労者福祉サービスセンター等のご案内 

オーダーメイド型セミナー実施 

訓練の相談・申込 

受講
 

日程・場所・カリキュラム等の調整 

技術専門学院 企　業 

開催 

在職者のみなさまの 
スキルアップを支援します 
　技術専門学院では在職者の方を対象
に、業務に必要な専門知識の習得や技
能の向上、各種資格取得等、幅広いメ
ニューのセミナーを実施します。 

○３ＤプリンターやＣＡＤ／ＣＡＭなどのデジタルものづくり関連 
○省エネ照明設備設計技術などの成長分野関連 
○海外事業展開を担う人材育成を支援するグローバル人材育成講座 
○情報、パソコン関連技術 
○各種検定試験準備講習関連　など 

　個別企業の人材育成ニーズに応じて、日程、場所、カリキュラム等の調整を行い実施する訓練で、カスタ
マイズされた訓練をご提案します。 

雇用調整助成金対象セミナーです。企業内教育訓練に取組む企業の皆様もご検討ください。 
詳しいことは、お近くの技術専門学院本校または各センターまでお問い合わせください。 

オーダーメイド型訓練もご用意してます 

問合せ先 お問い合わせを 
お待ちしております。 
　　各校企画調整担当 

技術専門学院 本校 （富山市向新庄町１－１４－４８ 薊０７６－４５１－８８０３） 
技術専門学院 新川センター （黒部市三日市１０ 薊０７６５－５２－０２５１） 
技術専門学院 砺波センター （南砺市寺家３０１－１ 薊０７６３－２２－３１５２） 

能力開発セミナーのご案内 

【人材育成ニーズ】 
 ・社員のスキルアップ 
 ・即戦力人材の採用 
 ・能力開発に関する情報 

！ 会員 募集
中 会員
 

募集
中 
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系 コース№ コ　ー　ス　名 日　　程 定員 実施時間帯  受講料（円） 

機
　
　
　
　
械
　
　
　
　
系 

電
　
　
気
　
・
　
電
　
　
子
　
　
系 

能力開発セミナーのご案内 
ポリテクセンター富山 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 富山支部 
富山職業訓練支援センター（ポリテクセンター富山）　訓練課受講者第二係 
　　　〒９３３－０９８２　高岡市八ヶ５５　薊０７６６－２８－６９０１　蕭０７６６－２３－６４４５ 
　　　ホームページ蜀 http://www3.jeed.or.jp/toyama/poly/

問合せ先 

平成２７年度上半期（２０１５．４月～９月開講分） 

　ポリテクセンター富山では、在職者の方等を対象に、業務に必要な技能・技術・知識のレベルアップを
目的とした短期間の能力開発セミナーを実施しています。 
　各コースの詳細については、当センターホームページをご覧ください。また、受講申し込みの手続き等
については、訓練課受講者第二係までお問い合わせください。 

 Ｋ０１０ 機械設計製図実践 （寸法・公差編） １０ ４／６，７，８ ９：００～１６：００ １２，５００ 
 Ｋ２５０ 精密測定技術 （長さ測定編） １０ ４／９，１０ ９：００～１６：００ ７，５００ 
 Ｋ０５０ 実践機械製図 （２次元標準化編） １０ ４／１３，１４，１５ ９：００～１６：００ １１，５００ 
 Ｋ１４０ フライス盤精密加工技術  ８ ４／１３，１４，１５，１６ ９：００～１６：００ １６，０００ 
 Ｋ１５０ フライス盤実践技術（高精度穴加工編）と品質の向上  ８ ４／１７，２０，２１ ９：００～１６：００ １４，５００ 
 Ｋ３００ 機械保全実践技術 （伝動装置・分解組立調整編） １０ ４／２２，２３，２４ ９：００～１６：００ １０，５００ 
 Ｋ２２０ 被覆アーク溶接実践技術 （各種姿勢溶接） １０ ５／１２，１３ ９：００～１６：００ １３，０００ 
 Ｋ２１０ プレス生産技術 （加工技術編） １０ ５／２１，２２ ９：００～１６：００ ９，５００ 
 Ｋ０６０ 実践機械設計技術 （２次元設計） １０ ５／２６，２７，２８ ９：００～１６：００ １１，５００ 
 Ｋ１６０ ＮＣ旋盤実践加工技術  １０ ６／１，２，３，４，５ ９：００～１６：００ １８，０００ 
 Ｋ２６０ 精密測定技術 （精度管理編） １０ ６／３，４ ９：００～１６：３０ ８，５００ 
 Ｋ１７０ ＮＣ旋盤実践技術・加工編  １０ ６／９，１０，１１，１２ ９：００～１６：００ １４，０００ 
 Ｋ１８０ マシニングセンタ実践技術 （プログラミング編） １０ ６／２２，２３，２４，２５，２６ ９：００～１６：００ １７，５００ 
 Ｋ１９０ マシニングセンタ実践技術・加工編  １０ ６／３０，  ７／１，２，３ ９：００～１６：００ １５，５００ 
 Ｋ０７０ 設計ツールによるモデリング技術  １０ ７／７，８，９ ９：００～１６：００ １０，５００ 
 Ｋ１３０ 旋盤精密加工技術  １０ ７／７，８，９，１０ ９：００～１６：００ １６，０００ 
 Ｋ２３０ 炭酸ガス半自動アーク溶接技能クリニック  １０ ７／７，８ ９：００～１６：００ １４，０００ 
 Ｋ０８０ 機械の安全設計のポイント  １２ ７／９，１０ ９：００～１６：００ １６，５００ 
 Ｋ０９０ 有限要素法の理論と実践 （定式化及びマトリックスの処理法） １０ ７／２２，２３ ９：００～１６：００ ７，５００ 
 Ｋ３１０ 設備管理システムの構築と設備管理技術標準の策定  １０ ７／２８，２９ ９：００～１６：００ １７，０００ 
 Ｋ１２０ 製造技術者のための油圧実践技術  １０ ７／２９，３０，３１ ９：００～１６：００ １４，０００ 
 Ｋ２８０ ３次元測定実践技術  １０ ８／４，５，６ ９：００～１６：００ １０，５００ 
 Ｋ０１１ 機械設計製図実践 （寸法・公差編） １０ ８／１９，２０，２１ ９：００～１６：００ １２，５００ 
 Ｋ１４１ フライス盤精密加工技術  ８ ８／２５，２６，２７，２８ ９：００～１６：００ １６，０００ 
 Ｋ１３１ 旋盤精密加工技術  １０ ９／１，２，３，４ ９：００～１６：００ １６，０００ 
 Ｋ２４０ ＴＩＧ溶接実践技術 （ステンレス鋼板材編） １０ ９／１，２ ９：００～１６：００ １４，５００ 
 Ｋ３２０ 推測統計を活用した統計的品質管理手法  １０ ９／１，２，３ ９：００～１６：００ ９，５００ 
 Ｋ０２０ 機械設計製図実践 （機械要素編） １０ ９／７，８，９ ９：００～１６：００ １１，０００ 
 Ｋ０５１ 実践機械製図 （２次元標準化編） １０ ９／２８，２９，３０ ９：００～１６：００ １１，５００ 
 Ｅ０４０ 有接点シーケンス制御の実践技術  １０ ４／７，８ ９：００～１６：３０ ９，０００ 
 Ｅ０５０ 有接点シーケンス制御による電動機制御の実務  １０ ４／９，１０ ９：００～１６：３０ ９，０００ 
 Ｅ０７０ ＰＬＣによる自動化制御技術  １０ ４／１３，１４，１５ ９：００～１６：００ １０，０００ 
 Ｅ０６０ 制御盤製作のための実践的技術  １０ ４／１６，１７，２０ ９：００～１６：００ １２，０００ 
 Ｅ０９０ 空気圧制御とＰＬＣ  １０ ４／２１，２２，２３ ９：００～１６：００ １０，０００ 
 Ｅ１４０ 画像処理による自動化システム構築技術 （撮像編） １０ ４／２２，２３，２４ ９：００～１６：００ １６，５００ 
 Ｅ０８０ 数値処理によるＰＬＣ制御技術  １０ ４／２４，２７，２８ ９：００～１６：００ １０，０００ 
 Ｅ１２０ ＰＬＣ制御による位置決め制御技術  １０ ４／３０，  ５／１ ９：００～１６：３０ ９，０００ 
 Ｅ０４１ 有接点シーケンス制御の実践技術  １０ ５／１１，１２，１３，１４，１５ １８：１５～２０：５０ ９，０００ 
 Ｅ１６０ 機械の安全設計のポイント  １０ ５／１２，１３ ９：００～１６：００ １１，０００ 
 Ｅ０５１ 有接点シーケンス制御による電動機制御の実務  １０ ５／１８，１９，２０，２１，２２ １８：１５～２０：５０ ９，０００ 
 Ｅ１９０ 電気保全の実務  １０ ５／２７，２８ ９：００～１６：３０ ９，０００ 
 Ｅ０７１ ＰＬＣによる自動化制御技術  １０ ６／１，２，３，８，９，１０ １８：１５～２０：５０ １０，０００ 
 Ｅ１５０ 自動化設備に活用されるセンサの選定・保守技術  １０ ６／３，４ ９：００～１６：００ １１，０００ 
 Ｅ０３０ 鉛フリーはんだ付け技術  １０ ６／１６，１７ ９：００～１６：００ ８，０００ 
 Ｅ１８０ 電気設備の省エネルギー設計技術 （照明設備編） １２ ６／２９，３０ ９：００～１６：００ １４，５００ 
 Ｅ１９１ 電気保全の実務  １０ ７／６，７，８，９，１０ １８：１５～２０：５０ ９，０００ 
 Ｅ１３０ 空気圧実践技術  １０ ７／１５，１６ ９：００～１６：３０ ９，０００ 
 Ｅ１００ ＰＬＣ制御における実践的インバータ制御技術  １０ ７／２２，２３ ９：００～１６：００ ７，０００ 
 Ｅ０１０ アナログ回路の設計・評価技術 （トランジスタ編） １０ ８／２４，２５ ９：００～１６：００ ９，５００ 
 Ｅ０２０ アナログ回路の設計・評価技術 （オペアンプ編） １０ ８／２７，２８ ９：００～１６：００ ９，５００ 
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「労働とやま」は、ホームページからもご覧いただけます蜀http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1303/kj00005005.html

年　月 全　産　業 
月 平 均 賃 金（規模３０人以上） 労働異動率 

製　造　業 製　造　業 
定　期 特　別 定　期 特　別 入職率 離職率 

職 業 紹 介 状 況（季節調整値） 
有　　　　　　効 

求人数 求職者数 求人倍率 
就職件数 

　「職業紹介状況の年欄は年度合計を表す。また同欄は「パートを含み ,学卒を除く」の数値を使用。資料は、県統計調査課 
「毎月勤労統計調査地方調査月報」、富山労働局職業安定課「労働市場速報」による。 

   円 円 円 円 ％ ％ 人 人 
 ２１   ２６３，４０９ ４８，９５７ ２７２，４４５ ４８，７５８ １．０５ １．３２ １５４，７１２ ３０１，８９７ ０．５１ ２５，００２ 
 ２２   ２６２，３４１ ４９，６０７ ２８１，１２７ ５６，８２０ ０．９３ ０．８８ １９３，４３５ ２５８，６３７ ０．７５ ２６，５５７ 
 ２３   ２６３，７４１ ５３，７９３ ２８５，６８９ ６４，５４２ ０．８７ ０．９３ ２２１，５１２ ２４５，６７１ ０．９０ ２６，２２０ 
 ２４   ２７１，０６９ ５５，８０７ ２９６，０４５ ６６，８３８ ０．９１ ０．８７ ２３９，７１２ ２４１，６０６ ０．９９ ２５，７２９ 
 ２５   ２７１，７７６ ５８，３９５ ２９７，２３８ ７２，１２４ ０．８５ ０．８５ ２６９，９５８ ２２２，４７３ １．２１ ２４，５９４ 
 ２６ ７ ２７３，０３４ １６５，８６６ ３０３，８４３ ２９３，６２６ ０．６６ １．１０ ２３，４０８ １７，０２７ １．３７ １，８２８ 
  ８ ２７２，３６０ ５，８６１ ３０３，５１１ ３，６８７ ０．７０ １．１１ ２３，２１５ １７，３６８ １．３４ １，５４３ 
  ９ ２７３，９５４ ２９８ ３０６，５２７ ６５ ０．４８ ０．７０ ２２，９２９ １７，４２３ １．３２ １，９２５ 
  １０ ２７４，５０４ ８９２ ３０３，７９０ ２３８ ０．７２ １．２８ ２２，８６６ １７，１８６ １．３３ ２，００５ 
  １１ ２７４，３６６ １９，２２３ ３０６，０７５ ５，６６３ ０．７３ ０．９６ ２３，５４６ １６，９８９ １．３９ １，６８４ 
  １２ － － － － － － ２３，５３８ １６，７８７ １．４０ １，４８１ 

富 山 県 労 働 経 済 指 標  

発 行：富山県商工労働部労働雇用課 

平成２７年度（５月入所） ポリテクセンター富山 

　本訓練は、離職した方または転職を希望する方が、早期に再就職できるよう実践的な知識と技能を習得
することを目的としています。平成２７年度５月の開講コースは次のとおりです。 

求職者訓練受講生募集のお知らせ 

※導入訓練付＋若年者コ－ス… 
　基礎的な職業訓練（導入訓練）を１ヶ月実施し、その後本訓練を６ヶ月実施します。
概ね４０歳未満の求職者、パート、アルバイト等の不安定な就労から早期安定就労を
希望している方々等を対象として、６ヶ月の訓練期間のうち、「約５ヶ月間の施設
内訓練」と「約１ヶ月間の企業実習」を組み合わせた訓練です。 

訓　練　科　名 定員 期間 訓練期間（入所日～修了日） コース説明会蜷 
　　４月７日（火） 
募集期間蜷 
　　４月１６日（木）まで 
選 考 日蜷 
　　４月２３日（木） 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 
富山職業能力開発促進センター（ポリテクセンター富山）訓練課受講者第一係 
　　　〒９３３－０９８２　高岡市八ヶ５５　薊０７６６－２８－６９０２（直通）　蕭０７６６－２３－６４４５ 
　　　ホームページ蜀 http://www3.jeed.or.jp/toyama/poly/

 １５名 ７ヶ月 ５月１４日（木）～１１月２７日（金） 

 １５名 ６ヶ月 ５月１４日（木）～１１月５日（木） 

（導入訓練付＋若年者コ－ス） 

テクニカルオペレーション科 

電 気 保 全 技 術 科  

★毎週金曜日１４時からポリテクセンター
富山で、職業訓練（施設内訓練）の見学
会を行っています。 

　（連絡不要です。直接おいでください。） 

問合せ先 

富山県労働委員会事務局　薊０７６－４４４－２１７２ 
　○時間：毎週月～金曜日（祝日は除く）８：３０～１７：１５ 
　○場所：富山県森林水産会館５階 
　　　　　　　　　　　　（富山市舟橋北町４－１９） 

問合せ・予約先 

個別労働関係紛争のあっせん・相談について 
●あっせんの特長 
１）無料です。 
２）公益委員、労働者委員、使用者委員各１名の３名が
あっせん員となって、公平に行われます。 

３）あっせんは、あっせん員が労使双方から別々に話を
聴いて進められます。お互いが直接対峙するもので
はありません。 

４）非公開です。当事者の名前も公表されません。もち
ろん秘密は厳守されます。 

個別労働関係紛争のあっせん・相談について 個別労働関係紛争のあっせん・相談について 
～１人でも職場のトラブルの解決を図れます。お気軽にご相談ください～ 

　富山県労働委員会は、解雇、賃金引下げなどさまざ
まな労働紛争の解決を図る県の行政機関で、公益委員
（弁護士など）、労働者委員（労組役員など）、使用者
委員（企業経営者など）から構成されています。 
　あっせんは、労使双方の言い分を聞いて合意点を探
り、お互いの歩み寄りによる解決を図る制度です。利
用できる方は、富山県内に所在する事業所の労働者及
び事業主です。正社員だけでなく、派遣社員、契約社
員、パート、アルバイトの方も利用できます。 
　また、当委員会では、事務局職員が随時、労使関係
のトラブルに関する相談を受付しているほか、毎月１
回、労働委員会委員が直接相談に応じ、事案に応じて
あっせんをはじめとした紛争解決方法などの助言を行
っています。 


